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東南オーストラリア産マントル起源捕獲岩の流体包有物中の希ガスの同位体組成は、中央海嶺玄武岩( M O R B )に
含まれる成分と一致する。これは上部マントルが全地球的規模で同位体的に均質な希ガス貯蔵庫であり、その成
分がメタソマティズムによって大陸下のリソスフェアに付加されたことを示している。大陸下マントル捕獲岩中
の高いN / A r比（地球大気の 1 0 0倍以上）もM O R B源マントルと共通の性質であり、地球形成初期に起こった大規
模な分別過程を記録している可能性がある。ただし捕獲岩中の同位体的に重い窒素成分を説明するためには
MORB的な成分に加えて堆積物起源成分の存在を考慮しなければならない。
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